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第１章 計画策定の目的 

 

 地方公共団体においては、過去に整備された公共施設等が今後一斉に更新時期を迎えるのに対し、

財政状況は厳しく、人口減少と高齢化の進行も相まって、長期的な視点から財政負担の軽減や平準

化、施設の適正な配置等を進めていくことが求められています。 

 本市においても、昭和５０年代から６０年代にかけて、公共施設やインフラ資産を集中的に整備

してきました。しかし、これらの多くは、建築後３０年以上が経過し、老朽化が進んでおり、今後

更新費用が増加することが予想されます。 

 こうしたなか、本市では平成２８年８月に「伊勢崎市公共施設等総合管理計画」を策定し、伊勢

崎市が所有する施設の状況や、更新にかかる費用の推計、施設区分別の方針等を示していますが、

施設毎の具体的な整備については、各個別施設計画に委ねられることになりました。 

 こうした経緯を受け、本計画は、「伊勢崎市公共施設等総合管理計画」のうち障害福祉施設（障害

福祉課所管施設）について、今後の具体的な対応方針をとりまとめるとともに、更新費の縮減と市

民サービスの確保の両立を図ることを目的に個別施設計画として策定したものと位置づけられて

います。 

 

 

 

第２章 計画期間、対象施設 

 

１ 計画期間 

 本計画の計画期間は、「伊勢崎市公共施設等総合管理計画」との整合性をとる必要から、令和２

７年度までとし、以下の計画期間に区分します。 

①短期：令和２年度（策定翌年度）から令和６年度（５年間） 

②中期：令和７～１１年度（５年間） 

③長期：令和１２～２７年度（１６年間） 

 

 

２ 対象施設 

 本計画で対象とする公共施設は、本市が所有する障害福祉施設（障害福祉課所管施設）の建物を

対象とします。 
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第３章 現状と課題 

 

１ 現状 

 本市が所有する障害福祉施設は、平成３０年度末において、１０施設、総延床面積は５,３７２．

２７㎡となっています。 

 昭和５２年度から平成３０年度にかけて建築されており、大規模改修を実施しておらず、大規模

改修が必要な時期の目安とされる築３０年を経過した建物が４３６．２㎡あり、施設全体の約８％

を占めています。 

 配置を見ると、市街地近郊のほか、赤堀地区、東地区、境地区に配置されており、市全域に概ね

バランスよく配置されています。 

 

 

 

２ 課題 

 老朽化の進んでいる施設で大規模改修の実績がないものについては、効果的な改修を行うことに

より、長寿命化を進めて更新費の縮減を図る必要があります。 

 また、効率的な運営を図るために、民間活力の活用を検討する必要があります。 
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障害福祉施設（障害福祉課所管施設）一覧 

地区  施設名 
運営 

形態 
棟名称 

延床面積

（㎡） 
建築年度 

建築

後年

数 

大規

模改

修後

年数 

法定

耐用

年数 

北 

地区 

伊勢崎市 

障害者センター 
直営 

会館 1,399.65 平成１７年度 １３ ２ ３４ 

エレベーター棟 33.24 平成２８年度 ２ ― ３４ 

南 

地区 

伊勢崎市 

みなみ福祉作業所 

指定 

管理 

事務所 247.08 平成２年度 ２８ １０ ３４ 

物置 82.81 平成２年度 ２８ ― ２４ 

車庫 309.07 平成４年度 ２６ ― ３１ 

殖蓮

地区 

伊勢崎市 

うえはす福祉作業所 

指定 

管理 

作業所 405.70 昭和５７年度 ３６ ― ４７ 

物置 30.50 昭和５７年度 ３６ ― ３４ 

名和

地区 
伊勢崎市福祉作業所 

指定 

管理 

作業所 280.05 平成３年度 ２７ １３ ３４ 

デイサービスセンター 164.01 平成３０年度 ０ ― ３４ 

赤堀

地区 

伊勢崎市あかねの館 

福祉作業所 

指定 

管理 
作業所 201.00 平成４年度 ２６ ― ２２ 

伊勢崎市障害者 

就労・自立支援施設 

指定 

管理 
福祉施設 589.55 平成２７年度 ３ ― ３４ 

あずま

地区 

伊勢崎市 

あずま福祉作業所 

指定 

管理 
作業所 458.94 平成１８年度 １２ ― ２７ 

 

伊勢崎市 

のあ福祉作業所 

 

指定 

管理 

福祉作業所 319.64 昭和５２年度 ４１ ７ ３４ 

福祉作業所 

（増築部分）１ 
15.76 平成８年度 ２２ ― ３４ 

福祉作業所 

（増築部分）２ 
17.64 平成１１年度 １９ ― ３４ 

境 

地区 

 

伊勢崎市 

桑の実福祉作業所 

 

指定 

管理 

作業所１ 198.45 平成元年 ２９ ４ ３４ 

作業所２ 8.10 平成４年度 ２６ ― ２２ 

福祉作業所 208.98 平成５年度 ２５ ７ ３４ 

旧伊勢崎はたおり 

体験館 
貸付 

事務所 331.24 昭和５６年度 ３７ ２ ３８ 

事務所 

（増築部分） 
70.86 平成１６年度 １４ ― ３８ 
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第４章 対策の優先順位の考え方 

 

施設の改修や建替え等の対策については、まず棟ごとの重要性（Ａ～Ｃ）を考慮し、次に老朽化

度（Ａ～Ｃ）が高く劣化や損傷の状態が進んだ棟から優先的に実施することとします。 

棟ごとの重要性については、設置の目的や用途等により判断することとします。 

 老朽化度は経過年数を基本として判断することとします。 

 

 

重要性 

 Ａ・・・施設の機能を実質的に確保するうえで、存続させる必要がある棟 

 Ｂ・・・施設の機能を実質的に確保するうえで、存続に向けて検討する必要がある棟 

Ｃ・・・施設の機能を実質的に確保するうえで、あまり必要ではない棟 

 

老朽化度 

 Ａ・・・建築後または大規模改修後の経過年数が、法定耐用年数の半分以下の建物 

 Ｂ・・・建築後または大規模改修後の経過年数が、法定耐用年数未満の建物 

 Ｃ・・・建築後または大規模改修後の経過年数が、法定耐用年数以上の建物 
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第５章 個別施設の状態等 

 

 本章では、第３章の現状と課題を踏まえたうえで障害福祉施設（障害福祉課所管施設）について、

施設ごとの状態を示します。 

 なお、表中の法定耐用年数は「減価償却資産の耐用年数等に関する省令（昭和 40年 3 月 31 日大

蔵省令第 15 号）」に基づいたものであり、経過年数は建築後または大規模改修後から平成３０年度

までの年数、利用状況は平成３０年度の施設延べ利用者数を記載しています。 

コストは指定管理料（人件費を除く）と施設を維持するために掛かる修繕費等の支出費用の合計

から、補助金等の収入を引いた残額を施設延べ利用者数で割った数を記載しています。 

なお、劣化・損傷状況は平成３０年度末の状況となっております。 

 元号を昭和は「Ｓ」、平成は「Ｈ」と表記しています。 
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・伊勢崎市障害者センター 

 

本施設は、利用者数の多い貸館事業を実施しています。  

今後も地域のために運営を継続する必要があることから、全ての棟について重要性はＡとなって

います。 

 また、会館の大規模改修後の経過年数が２年、エレベーター棟の建築後の経過年数が２年である

ことから、それぞれ老朽化度はＡとなっています。 

 

施設名称 伊勢崎市障害者センター 

設置目的・機能 障害者等の活動及び交流の促進を図るとともに、障害者等の自立及び社会

参加のための総合的な支援を実施し、もって障害者福祉の増進に寄与する

ことを目的として設置。 

運営形態 直営 

棟名称 会館 エレベーター棟 

構造 鉄骨造２階建 鉄骨造２階建 

建築年度 平成１７年度 平成２８年度 

経過年数 ２ ２ 

法定耐用年数 ３４ ３４ 

利用状況 １９,６４４人 

コスト（円/人） 約３３６円 

大規模改修 Ｈ２８ 無 

劣化・損傷 無 無 

重要性 Ａ Ａ 

老朽化度 Ａ Ａ 

 

会館は、大規模改修後の経過年数が少なく、エレベーター棟も建築後経過年数が少ないことから、

修繕を中心とした整備をしていくこととします。 
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・伊勢崎市みなみ福祉作業所 

 

 本施設は指定管理者制度を導入し、事務所と物置を使用して地域活動支援センター事業を実施し

ています。また、車庫は現在書庫として使用されています。 

今後、地域活動支援センター事業を行っている棟についてはうえはす福祉作業所に機能を統合す

るため、物置の重要性をＢとしていますが、事務所と車庫は書庫として活用していく予定があるこ

とから、重要性をＡとしています。 

 老朽化度については、建築後の年数や大規模改修後の年数を踏まえ、事務所がＡ、物置がＣ、車

庫がＢとなっています。 

  

施設名称 伊勢崎市みなみ福祉作業所 

設置目的・機能 伊勢崎市福祉作業所条例に基づき、障害者が自立した日常生活又は社会生活を

営むことができるよう支援することを目的として設置。 

運営形態 指定管理 

棟名称 事務所 物置 車庫 

構造 鉄骨造平家建 軽量鉄骨造平家建 鉄骨造平家建 

建築年度 平成２年度 平成２年度 平成４年度 

経過年数 １０ ２８ ２６ 

法定耐用年数 ３４ ２４ ３１ 

利用状況 ６,２７６人 

コスト（円/人） 約１,０３０円 

大規模改修 Ｈ２０ 無 無 

劣化・損傷 床に劣化が見られる。 天井、内壁に劣化が見られる。 無 

重要性 Ａ Ｂ Ａ 

老朽化度 Ａ Ｃ Ｂ 

 

事務所は書庫に転用し、車庫と一体的に使用していく予定となっていることから、修繕による保

全を図りつつ、今後の整備方針については関係課と協議していきます。 

物置は老朽化が進んでいることから、うえはす福祉作業所へ機能を統合した後に解体を予定して

います。 

車庫は引き続き書庫として使用していく予定であるため、事務所と同様に今後の整備方針につい

ては関係課と協議していきます。 
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・伊勢崎市うえはす福祉作業所 

 

本施設は、指定管理者制度を導入し、地域活動支援センター事業と重度心身障害者等デイサービ

ス事業を実施しています。  

作業所は、みなみ福祉作業所の機能を統合し、今後も地域のために運営を継続する必要があるこ

とから重要性をＡとしています。また、物置は作業所の建替え時に統合を検討することから、重要

性をＢとしています。 

老朽化度については、建築後の年数を踏まえ、作業所がＢ、物置がＣとなっています。 

 

施設名称 伊勢崎市うえはす福祉作業所 

設置目的・機能 伊勢崎市福祉作業所条例に基づき、障害者が自立した日常生活又は社会生

活を営むことができるよう支援することを目的として設置。 

運営形態 指定管理 

棟名称 作業所 物置 

構造 鉄筋コンクリート造平家建 コンクリートブロック造平家建 

建築年度 昭和５７年度 昭和５７年度 

経過年数 ３６ ３６ 

法定耐用年数 ４７ ３４ 

利用状況 ６,０８３人 

コスト（円/人） 約１,４９９円 

大規模改修 無 無 

劣化・損傷 無 無 

重要性 Ａ Ｂ 

老朽化度 Ｂ Ｃ 

 

作業所については、みなみ福祉作業所の機能を統合することから、Ｒ５に大規模改修を実施する

予定となっています。また、施設の状況を踏まえ、Ｒ２８以降の適切な時期に建替えを検討し、そ

の際は物置の統合も併せて検討するものとします。 

物置については建築後３０年を経過していますが、修繕によって保全を図り、作業所の建替え時

に機能の統合を検討するものとします。 

なお、大規模改修の際には、長寿命化に必要な構造や機能設備を備えた改修を実施します。また、

建替えの際には、より効果的なバリアフリー・ユニバーサルデザインの導入を目指すとともに、民

営化を含めた運営方法の検討を行います。 
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・伊勢崎市福祉作業所 

 

本施設は、指定管理者制度を導入し、地域活動支援センター事業と重度心身障害者等デイサービ

ス事業を実施しています。  

今後も地域のために運営を継続する必要があることから、全ての棟について重要性はＡとなって

います。  

 また、作業所は大規模改修後の経過年数が１３年であることから、老朽化度はＡとなっており、

デイサービスセンターは新築のため、同じくＡとなっています。 

 

施設名称 伊勢崎市福祉作業所 

設置目的・機能 伊勢崎市福祉作業所条例に基づき、障害者が自立した日常生活又は社会生

活を営むことができるよう支援することを目的として設置。 

運営形態 指定管理 

棟名称 作業所 デイサービスセンター 

構造 鉄骨造平家建 鉄骨造平家建 

建築年度 平成３年度 平成３０年度 

経過年数 １３ ０ 

法定耐用年数 ３４ ３４ 

利用状況 ４,９２９人 １,６５１人 

コスト（円/人） 約１,４８９円 約３,５０３円 

大規模改修 Ｈ１７ 無 

劣化・損傷 屋根・外壁・内壁等に劣化がみられ

る。 
無 

重要性 Ａ Ａ 

老朽化度 Ａ Ａ 

 

作業所の劣化箇所については、大規模改修後の経過年数が少ないことから、修繕等を検討します。 

デイサービスセンターは、建築後の経過年数が少ないことから、修繕を中心とした整備をしてい

くこととします。 

その際にはバリアフリーやユニバーサルデザインの導入についても併せて検討します。 

 また、運営方法については、今後、民営化も含め検討します。 
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・伊勢崎市あかねの館福祉作業所 

 

 本施設は、指定管理者制度を導入し、地域活動支援センター事業を実施しています。  

今後も地域のために運営を継続する必要があることから、重要性はＡとなっています。 

 また、建築後の経過年数が２６年となっていることから、老朽化度はＣとなっています。 

 

施設名称 伊勢崎市あかねの館福祉作業所 

設置目的・機能 伊勢崎市福祉作業所条例に基づき、障害者が自立した日常生活又は社会生

活を営むことができるよう支援することを目的として設置。 

運営形態 指定管理 

棟名称 作業所 

構造 木造平家建 

建築年度 平成４年度 

経過年数 ２６ 

法定耐用年数 ２２ 

利用状況 ２,２９１人 

コスト（円/人） 約２,５０４円 

大規模改修 無 

劣化・損傷 内壁・天井・床等に損傷や劣化がみられる。 

重要性 Ａ 

老朽化度 Ｃ 

 

 本施設は、老朽化が進んでいることから、大規模改修を検討します。 

その際にはバリアフリーやユニバーサルデザインの導入についても併せて検討します。 

 また、運営方法については、今後、民営化も含め検討します。 
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・伊勢崎市障害者就労・自立支援施設 

 

本施設は、指定管理者制度を導入し、自立訓練（生活訓練）事業、就労移行支援事業、就労継続

支援Ｂ型事業を実施しています。  

今後も地域のために運営を継続する必要があることから、重要性はＡとなっています。 

 また、建築後の経過年数が３年であることから、老朽化度がＡとなっています。 

 

施設名称 伊勢崎市障害者就労・自立支援施設 

設置目的・機能 伊勢崎市障害者就労・自立支援施設条例に基づき、障害者が生産活動その

他の活動の機会を通じて、就労に必要な知識及び能力の向上のために必要

な訓練等の支援並びに自立した日常生活又は社会生活を営むことができ

るよう、身体機能又は生活能力の向上のために必要な訓練等の支援を行う

ことにより、障害者の自立及び福祉の増進を図ることを目的として設置。 

運営形態 指定管理 

棟名称 福祉施設 

構造 鉄骨造２階建 

建築年度 平成２７年度 

経過年数 ３ 

法定耐用年数 ３４ 

利用状況 ３,７９６人 

コスト（円/人） 約１,７７４円 

大規模改修 無 

劣化・損傷 無 

重要性 Ａ 

老朽化度 Ａ 

 

本施設は、建築後の経過年数が少ないことから、修繕を中心とした整備をしていくこととします

が、建築後３０年を目途に大規模改修も検討します。 

その際にはバリアフリーやユニバーサルデザインの導入についても併せて検討します。 

 また、運営方法については、今後、民営化も含め検討します。 
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・伊勢崎市あずま福祉作業所 

 

 本施設は、指定管理者制度を導入し、地域活動支援センター事業と重度心身障害者等デイサービ

ス事業を実施しています。  

今後も地域のために運営を継続する必要があることから、重要性はＡとなっています。  

 また、建築後の経過年数が１２年で老朽化度はＡとなっています。 

 

施設名称 伊勢崎市あずま福祉作業所 

設置目的・機能 伊勢崎市福祉作業所条例に基づき、障害者が自立した日常生活又は社会生

活を営むことができるよう支援することを目的として設置。 

運営形態 指定管理 

棟名称 作業所 

構造 軽量鉄骨造平家建 

建築年度 平成１８年度 

経過年数 １２ 

法定耐用年数 ２７ 

利用状況 ３,８９９人 

コスト（円/人） 約２,３４５円 

大規模改修 無 

劣化・損傷 内壁・床等に劣化がみられる。 

重要性 Ａ 

老朽化度 Ａ 

 

本施設の劣化箇所については建築後の経過年数が少ないことから、修繕を中心とした整備を行い

ますが、建築後３０年を目途に大規模改修も検討します。 

その際にはバリアフリーやユニバーサルデザインの導入についても併せて検討します。 

 また、運営方法については、今後、民営化も含め検討します。 
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・伊勢崎市のあ福祉作業所 

 

本施設は、指定管理者制度を導入し、地域活動支援センター事業を実施しています。  

今後も地域のために運営を継続する必要があることから、全ての棟について重要性はＡとなって

います。 

また、福祉作業所は大規模改修後の経過年数が７年であることから、老朽化度はＡ、福祉作業所

（増築部分）１・福祉作業所（増築部分）２の建築後の経過年数が２２年、１９年となっているこ

とから、それぞれ老朽化度はＢとなっています。 

 

施設名称 伊勢崎市のあ福祉作業所 

設置目的・機能 伊勢崎市福祉作業所条例に基づき、障害者が自立した日常生活又は社会生活を

営むことができるよう支援することを目的として設置。 

運営形態 指定管理 

棟名称 福祉作業所 福祉作業所（増築部分）

１ 

福祉作業所（増築部分）

２ 

構造 鉄骨造平家建 鉄骨造平家建 鉄骨造平家建 

建築年度 昭和５２年度 平成８年度 平成１１年度 

経過年数 ７ ２２ １９ 

法定耐用年数 ３４ ３４ ３４ 

利用状況 １,９７７人 

コスト（円/人） 約５,７８９円 

大規模改修 Ｈ２３ 無 無 

劣化・損傷 屋根・外壁等に劣化が

みられる。 

無 無 

重要性 Ａ Ａ Ａ 

老朽化度 Ａ Ｂ Ｂ 

  

福祉作業所の劣化箇所については、大規模改修後の経過年数が少ないことから、修繕等を検討し

ますが、建築後６０年を目途に建替えも検討します。 

 福祉作業所（増築部分）１・福祉作業所（増築部分）２は老朽化が進んでいることから、大規模

改修を検討します。 

その際にはバリアフリーやユニバーサルデザインの導入についても併せて検討します。 

 また、運営方法については、今後、民営化も含め検討します。 
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・伊勢崎市桑の実福祉作業所 

 

本施設は、指定管理者制度を導入し、地域活動支援センター事業と重度心身障害者等デイサービ

ス事業を実施しています。  

今後も地域のために運営を継続する必要があることから、全ての棟について重要性はＡとなって

います。 

また、作業所１・福祉作業所の大規模改修後の経過年数はそれぞれ４年、７年のため、老朽化度

はＡとなっており、作業所２の建築後の経過年数は２６年であることから、老朽化度はＣとなって

います。 

 

施設名称 伊勢崎市桑の実福祉作業所 

設置目的・機能 伊勢崎市福祉作業所条例に基づき、障害者が自立した日常生活又は社会生活を

営むことができるよう支援することを目的として設置。 

運営形態 指定管理 

棟名称 作業所１ 作業所２ 福祉作業所 

構造 鉄骨造平家建 木造平家建 鉄骨造平家建 

建築年度 平成元年度 平成４年度 平成５年度 

経過年数 ４ ２６ ７ 

法定耐用年数 ３４ ２２ ３４ 

利用状況 １,１８６人 ３,０９８人 

コスト（円/人） 約１,１８４円 約３,０１６円 

大規模改修 Ｈ２６ 無 Ｈ２３ 

劣化・損傷 内壁等に劣化がみられ

る。 

床等に劣化がみられる。 躯体・屋根・内壁に劣化

がみられる。 

重要性 Ａ Ａ Ａ 

老朽化度 Ａ Ｃ Ａ 

作業所１・福祉作業所の劣化箇所については、大規模改修後の経過年数が少ないことから、修繕

等を検討します。 

作業所２は老朽化が進んでいることから、大規模改修を検討します。 

その際にはバリアフリーやユニバーサルデザインの導入についても併せて検討します。 

 また、運営方法については、今後、民営化も含め検討します。 
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・旧伊勢崎はたおり体験館 

 

本施設は、就労継続支援Ｂ型事業を実施しています。  

今後も地域のために運営を継続する必要があることから、全ての棟について重要性はＡとなって

います。 

 また、事務所の大規模改修後と事務所増築部分の建築後の経過年数が２年、１４年であることか

ら、老朽化度はそれぞれＡとなっています。 

 

施設名称 旧伊勢崎はたおり体験館 

設置目的・機能 障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に規定する

障害福祉サービス事業及び精神障害者の日中活動及び生産活動を行うため

の用に供することを目的として設置。 

運営形態 貸付 

棟名称 事務所 事務所（増築部分） 

構造 鉄骨造２階建 鉄骨造平家建 

建築年度 昭和５６年度 平成１６年度 

経過年数 ２ １４ 

法定耐用年数 ３８ ３８ 

利用状況 ３,３４８人 

コスト（円/人） ― 

大規模改修 Ｈ２８ 無 

劣化・損傷 損傷等の修繕は使用者が実施 損傷等の修繕は使用者が実施 

重要性 Ａ Ａ 

老朽化度 Ａ Ａ 

 

本施設は貸付中の施設であることから借主の負担で修繕することを基本としますが、運営形態に

変更が生じた場合には民営化も含め検討し、大規模改修や建替えなども考慮した整備を行います。 

 大規模改修や建替えの際には、バリアフリーやユニバーサルデザインの導入について検討します。 
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第６章 対策内容、実施時期、費用 

 

 本章では、第４章や第５章での内容を踏まえたうえで、今後の建物の対策内容や実施時期、及び

対策費用について棟ごとに示します。 

なお、対策内容については以下のとおりとします。 

 また、表中の元号を昭和は「Ｓ」、平成は「Ｈ」、令和は「Ｒ」と表記しています。 

 

 
更新の考え方 

建替え 現在ある施設の運営を継続する必要がある場合で、建物の劣化等の状態

を踏まえたうえで、建築後６０年を目安として、建替えの必要がある場

合に採用します。 

大規模改修 現在ある施設の運営を継続する必要がある場合で、建物の劣化等の状態

を踏まえたうえで、建築後３０年を目安として、大規模改修の必要があ

る場合に採用します。 

統合 現在ある施設の運営を継続する必要がある場合で、建物の劣化等の状態

を踏まえたうえで、現在の施設が需要に対して過大であることや管理効

率が悪いことなどから、同一敷地内の建物を集約する場合や類似施設と

機能集約する場合に採用します。 

他の施設に統合される場合、当該建物は原則として取壊しとなります。 
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・伊勢崎市障害者センター 

 

 本施設は会館、エレベーター棟ともに老朽化は進んでいないことから、計画期間内では、現状の

機能を維持し続けます。 

 

施設名称 棟名称 建築年度 延床面積（㎡） 重要性 老朽化度 

伊勢崎市障害

者センター 

 

会館 平成１７年度 １,３９９.６５ Ａ Ａ 

エレベーター

棟 
平成２８年度 ３３.２４ Ａ Ａ 

 

 

対策内容 

対策後の延床面積

（㎡） 
対策費用（千円） 

Ｒ２～Ｒ６ Ｒ７～Ｒ１１ Ｒ１２～Ｒ２７ 

   １,３９９.６５ ０ 

   ３３.２４ ０ 
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・伊勢崎市みなみ福祉作業所 
  
 事務所は書庫に転用し、車庫と一体的に使用していく予定となっていることから、修繕による保
全を図りつつ、今後の整備方針については関係課と協議していきます。 
 物置は老朽化が進んでいることから、うえはす福祉作業所へ機能を統合した後に解体を予定して
います。 
 車庫は引き続き書庫として使用していく予定であるため、事務所と同様に今後の整備方針につい
ては関係課と協議していきます。 
 

施設名称 棟名称 建築年度 延床面積（㎡） 重要性 老朽化度 

伊勢崎市 
みなみ 
福祉作業所 

事務所 平成２年度 ２４７.０８  Ａ Ａ 

物置 平成２年度 ８２.８１  Ｂ Ｃ 

車庫 平成４年度 ３０９.０７  Ａ Ｂ 

 

 

対策内容 

対策後の延床面積（㎡） 対策費用（千円） 

Ｒ２～Ｒ６ Ｒ７～Ｒ１１ Ｒ１２～Ｒ２７ 

うえはす福祉作業

所へ機能を統合 

書庫へ転用 

（Ｒ８予定） 
 ２４７．０８ ０ 

うえはす福祉作業

所へ機能を統合 

解体 

（Ｒ７予定） 
 ０ ０ 

   ３０９.０７ ０ 
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・伊勢崎市うえはす福祉作業所 
  
 作業所については、みなみ福祉作業所の機能を統合することから、Ｒ５に大規模改修を実施する
予定となっています。また、施設の状況を踏まえ、Ｒ２８以降の適切な時期に建替えを検討し、そ
の際は物置の統合も併せて検討するものとします。 
 物置については建築後３０年を経過していますが、修繕によって保全を図り、作業所の建替え時
に機能の統合を検討するものとします。 
なお、大規模改修の際には、長寿命化に必要な構造や機能設備を備えた改修を実施します。また、

建替えの際には、より効果的なバリアフリー・ユニバーサルデザインの導入を目指すとともに、民
営化を含めた運営方法の検討を行います。 
 

施設名称 棟名称 建築年度 延床面積（㎡） 重要性 老朽化度 

伊勢崎市 
うえはす 
福祉作業所 

作業所 昭和５７年度 ４０５.７０ Ａ Ｂ 

物置 昭和５７年度 ３０.５０ Ｂ Ｃ 

 
 

対策内容 

対策後の延床面積
（㎡） 

対策費用（千円） 

Ｒ２～Ｒ６ Ｒ７～Ｒ１１ Ｒ１２～Ｒ２７ 

大規模改修を行
い、みなみ福祉
作業所の機能を
統合 

  ４８３．３９ 大規模改修９４，３０５ 

   ０ ０ 
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・伊勢崎市福祉作業所  

  

 現在、指定管理者制度を導入しており、今後も指定管理者制度による管理や民営化を含めた民間

活力の活用を検討します。 

作業所は大規模改修実施済みであり、デイサービスセンターは建築後の経過年数が少ないことか

ら、計画期間内では、現状の機能を維持し続けます。 

   

施設名称 棟名称 建築年度 
延床面積

（㎡） 
重要性 老朽化度 

伊勢崎市  

福祉作業所 

作業所 平成３年度 ２８０.０５  Ａ Ａ 

デイサービス

センター 
平成３０年度 １６４.０１ Ａ Ａ 

 

 

対策内容 

対策後の延床面積

（㎡） 
対策費用（千円） 

Ｒ２～Ｒ６ Ｒ７～Ｒ１１ Ｒ１２～Ｒ２７ 

   

 ２８０.０５ ０  

   

１６４.０１ ０ 
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・伊勢崎市あかねの館福祉作業所 

  

 現在、指定管理者制度を導入しており、今後も指定管理者制度による管理や民営化を含めた民間

活力の活用を検討します。 

 本施設は老朽化が進んでいることから、建物の劣化・損傷状態によっては令和２～６年度の間に

大規模改修を検討します。 

 大規模改修の際には、バリアフリー、ユニバーサルデザインを取り入れた改修を検討します。 

 

施設名称 棟名称 建築年度 
延床面積

（㎡） 
重要性 老朽化度 

伊勢崎市 

あかねの館 

福祉作業所 
作業所 平成４年度 ２０１.００ Ａ Ｃ 

 

 

対策内容 

対策後の延床面積

（㎡） 
対策費用（千円） 

Ｒ２～Ｒ６ Ｒ７～Ｒ１１ Ｒ１２～Ｒ２７ 

大規模改修   ２０１.００ ４０,２００ 
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・伊勢崎市障害者就労・自立支援施設 

  

現在、指定管理者制度を導入しており、今後も指定管理者制度による管理や民営化を含めた民間

活力の活用を検討します。 

本施設は建築後３０年になる令和１２～２７年度に大規模改修を検討し、その際にはバリアフリ

ー・ユニバーサルデザインを取り入れた改修を目指します。 

 

施設名称 棟名称 建築年度 
延床面積

（㎡） 
重要性 老朽化度 

伊勢崎市  

障害者就労・

自立支援施設 
福祉施設 平成２７年度 ５８９.５５     Ａ Ａ 

 

 

対策内容 

対策後の延床面積

（㎡） 
対策費用（千円） 

Ｒ２～Ｒ６ Ｒ７～Ｒ１１ Ｒ１２～Ｒ２７ 

  大規模改修 ５８９.５５ １１７,９１０ 
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・伊勢崎市あずま福祉作業所 

  

 現在、指定管理者制度を導入しており、今後も指定管理者制度による管理や民営化を含めた民間

活力の活用を検討します。 

 本施設は建築後３０年になる令和１２～２７年度に大規模改修を検討し、その際にはバリアフリ

ー・ユニバーサルデザインを取り入れた改修を目指します。 

 

施設名称 棟名称 建築年度 
延床面積

（㎡） 
重要性 老朽化度 

伊勢崎市 

あずま 

福祉作業所 
作業所 平成１８年度 ４５８.９４ Ａ Ａ 

 

 

対策内容 

対策後の延床面積

（㎡） 
対策費用（千円） 

Ｒ２～Ｒ６ Ｒ７～Ｒ１１ Ｒ１２～Ｒ２７ 

 

 大規模改修 ４５８.９４ ９１,７８８ 
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・伊勢崎市のあ福祉作業所  

  

 現在、指定管理者制度を導入しており、今後も指定管理者制度による管理や民営化を含めた民間

活力の活用を検討します。 

 福祉作業所は大規模改修実施済のため、建築後６０年になる令和１２～２７年度に建替えを検討

します。 

福祉作業所（増築部分）１・福祉作業所（増築部分）２は老朽化が進んでいるため、建物の劣化・

損傷状態によっては令和７～１１年度に大規模改修を検討します。 

 大規模改修や建替えの際には、バリアフリー・ユニバーサルデザインを取り入れた改修を目指し

ます。 

 

施設名称 棟名称 建築年度 
延床面積

（㎡） 
重要性 老朽化度 

伊勢崎市 

のあ 

福祉作業所 

福祉作業所 昭和５２年度 ３１９.６４  Ａ Ａ 

福祉作業所 

（増築部分）

１ 

平成８年度 １５.７６  Ａ Ｂ 

福祉作業所 

（増築部分）

２ 

平成１１年度 １７.６４  Ａ Ｂ 

 

対策内容 

対策後の延床面積

（㎡） 
対策費用（千円） 

Ｒ２～Ｒ６ Ｒ７～Ｒ１１ Ｒ１２～Ｒ２７ 

  

  

  

 

 
建替え ３１９.６４ １１５,０７１ 

  

  

  

 

大規模改修 

 

 １５.７６   ３,１５２ 

  

  

  

大規模改修  １７.６４   ３,５２８ 
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・伊勢崎市桑の実福祉作業所  

  

 現在、指定管理者制度を導入しており、今後も指定管理者制度による管理や民営化を含めた民間

活力の活用を検討します。 

作業所１は大規模改修実施済のため、計画期間内では、現状の機能を維持し続けます。 

作業所２は老朽化が進んでいることから、建物の劣化・損傷状態によっては令和２～６年度の間

に大規模改修を検討します。 

福祉作業所は大規模改修実施済みのため、計画期間内では、現状の機能を維持し続けます。 

 大規模改修や建替えの際には、バリアフリー・ユニバーサルデザインを取り入れた改修を目指し

ます。 

 

施設名称 棟名称 建築年度 
延床面積

（㎡） 
重要性 老朽化度 

伊勢崎市  

桑の実               

福祉作業所 

作業所１ 平成元年度 １９８.４５  Ａ Ａ 

作業所２ 平成４年度 ８.１０  Ａ Ｃ 

福祉作業所 平成５年度 ２０８.９８  Ａ Ａ 

 

対策内容 

対策後の延床面積

（㎡） 
対策費用（千円） 

Ｒ２～Ｒ６ Ｒ７～Ｒ１１ Ｒ１２～Ｒ２７ 

  

  

  

  

  

 

  

  

１９８.４５     ０ 

大規模改修 
  

  

  

  
８.１０   １,６２０  

  

  

  

  

  

  

  
２０８.９８      ０  
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・旧伊勢崎はたおり体験館 

 

 現在、民間活力を活用した施設管理を実施しており、今後も民営化などの民間活力の活用を検討

します。 

事務所は大規模改修実施済のため、建築後６０年になる令和１２～２７年度に建替えを検討しま

す。 

事務所の増築部分は建築後３０年になる令和１２～２７年度に大規模改修を検討します。 

建替え、大規模改修の際には、バリアフリー・ユニバーサルデザインを取り入れた改修を目指し

ます。 

 

施設名称 棟名称 建築年度 
延床面積

（㎡） 
重要性 老朽化度 

旧伊勢崎 

はたおり 

体験館 

事務所 昭和５６年度 ３３１.２４  Ａ Ａ 

事務所 

（増築部分） 
平成１６年度 ７０.８６  Ａ Ａ 

 

 

対策内容 

対策後の延床面積

（㎡） 
対策費用（千円） 

Ｒ２～Ｒ６ Ｒ７～Ｒ１１ Ｒ１２～Ｒ２７ 

  

  

  

  

  

建替え ３３１.２４ １１９,２４７ 

  

  

  

  

  
大規模改修 ７０.８６  １４,１７２ 
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※点検・診断及び修繕は適宜実施します。 

 

※費用については、「伊勢崎市公共施設等総合管理計画」に示されている総務省の公共施設等更新

費試算の単価（大規模改修 ２０万円／㎡、建替え ３６万円／㎡）により試算しています。 

 大規模改修単価は、バリアフリー対応等社会的改修費用を含んでいます。 

 建替え単価は、取壊し費用を含んでいます。 
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第７章 今後の対応方針 

  

「伊勢崎市公共施設等総合管理計画」では、公共施設等の総合的かつ計画的な管理運営の実現の

基本的な取り組みとして「総量の適正化」「長寿命化の推進」「効率的な管理・有効活用」を設定し

た上で、個別具体的な取り組みを進めることとしています。 

 本計画では、令和２７年度までの計画的な施設整備を示していますが、これを確実に実行してい

くためには、「伊勢崎市公共施設等総合管理計画」の用途別及び地区別の基本的な方針に基づき、か

つ今後の本市の財政動向や社会環境の変化を見据え、次の更新費縮減の実施項目に取り組み、公共

施設の安定的な管理運営を推進していくこととします。 

 

・今後の需要見込みを踏まえ、重要性が低い建物については、統廃合に取り組み、施設の需要と立

地のマッチングを図ります。 

・大規模改修の際には機能的な耐用年数の延長を可能にする改修内容を織り込むとともに、当該施

設の需要の変化に対応し、施設の陳腐化を回避します。 

・建替え、大規模改修にあたっては新工法などの導入に積極的に取り組み、工事費の縮減を図りま

す。 

・ユニバーサルデザイン２０２０行動計画に基づき、バリアフリーの推進やユニバーサルデザイン

の導入についても検討するとともに、民間活力の活用についても検討し、効率的な施設運営や行

政サービスの維持向上を図ります。 

 

 本計画に基づく個々の施設の更新等にあたっては、「伊勢崎市総合計画」との整合性を確保して

いくとともに、本計画で定めた内容についても必要に応じて適宜見直していくこととします。 
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伊勢崎市障害福祉課所管施設個別施設計画 

     令和２年２月策定 

    （令和４年４月改訂） 

本計画策定課 

福祉こども部障害福祉課 

電話０２７０－２７－２７５３（ダイヤルイン） 

 

 

 

 


